
第 1５講 教師の成長 

生田孝至（岐阜女子大学大学院・教授） 

【学習到達目標】 

・教師の成長を，養成−採用−研修の過程で説明できる． 

・教師の技能発達を認知と技術の統合で説明できる． 

 

教師教育は，教員の養成—採用—研修の段階に大きくわけられて

論じられている．養成段階は，大学での教職のために必要な科目を

学修する．さらに，教職に就くためには，都道府県等が行う採用試

験に合格しなければならない．さらに，採用後は職場や都道府県等

で行われる教員研修を受けなければならない．採用後の研修がこれ

であるが，研修は退職まで続き，教師の発達を促す重要な役割とな

る．教師の成長はこのように養成段階—採用段階—研修段階を包み

込む長期的な過程として捉えなければならない． 

１．養成段階での成長 

教師の養成段階，つまり大学での教員免許習得の科目は，教職に

関する科目と教科専門に関する科目に大別される．これらの枠で，

教員免許取得に求められる必修科目や選択科目が設定され，学生は

それらの科目を履修して必要な単位を習得する．ここで教員の養成

機関が示すのはカリキュラム・ポリシーである．カリキュラム・ポ

リシーの下に，科目編成の体系や組織化により一定のカリキュラム

の枠が決まるが，これらの科目の内容や，科目間の関連などが，体

系化されることになっている． 

さて，この枠組みでも，中核となるのが教科専門科目である．教

員養成段階では，教師となって教科を教える際の専門知は，この養

成段階である大学教育において学修されるのである．したがって，

そこでのカリキュラムは正に教師が教えるための科学知，専門知が

体系的に準備されていなくてはならない．計画養成であれ，開放制
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での養成であれ，教員免許を取得する規準には変わりはない．そこ

での基礎的専門知が何であるかは，これまでそれほど問われてきて

はいない．教科を教えるためにその内容の知識がなければ教えられ

ないのは当然である．既に，高等学校までの教育で教科内容に関す

る基礎的知識を学生は学んでいる．では，教員養成での教科に関す

る専門知はどのようなものと考えたらいいのか．少なくとも，教科

を教えるための専門的知識が学ばれるべきであり，養成段階ではそ

の専門知が体系的にカリキュラムとして配置されることが求められ

る．カントのいう”当てはめ”が専門職の技術であるとすれば，その

当てはめの基準となる知識である． 

＿岐阜大学教育学部のカリキュラム開発センターが昭和 54 年から

56 年にかけて小学校算数の全学年の全単元を対象に調査を行い，ど

の単元のどの内容が通過率が低いかを統計的に明らかにするととも

に，それらの指導方法のポイントを，算数数学の専門家が解説した

データがある．こうした研究データが蓄積されれば，小学校の算数

のどの単元で指導困難（学習困難）な内容は何で，その指導上の留

意点はどこであるか，といった教科内容とその指導方法のカリキュ

ラムを，教員養成として構築できる．教員養成の専門知の一つは，

こうしたものであろう．理学部や文学部などで蓄積された学問的研

究を教員養成で教科専門として据えるのではなく，その教科を教え

る際に，学習者が学習内容をどう捉え，どこに触発され興味関心が

広がり学習の世界を創るのか，また何処で戸惑い間違いをして理解

できないか，それらを乗り越えるための指導方法にはどのような手

法があるのか，などの知が，教育学部での教員養成の専門知でなけ

ればならない．したがって，担当教員そのものの養成も検討する必

要がある． 

さて，デザインの理念に基づいて，教師の養成段階での状態記述

と過程記述をみても，状態記述としてのディプロマ・ポリシーが実
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のところまだかなり抽象的である．それが故に，過程記述としての

カリキュラムの運用や授業実践が方法論としてまだ確かではない．

それは状態記述と過程記述の相関的関係が説明できる程度にはっき

りしていないことでも分かる．この段階でのデザインは，目下，教

員養成においては教職大学院が国立大学法人等において設置され，

現職教員の再教育と学部卒業生の大学院教育が始まっており，これ

は学部段階での養成に影響を及ぼすことになろう．いずれにせよ，

養成段階での専門知の在り方は既に述べたように特定教科での学習

者の状態記述とそれを保証する過程記述の相関的関係の知を基盤と

することでなければならない． 

２．採用段階 

採用段階では，採用する側には採用時の状態記述が設定されてお

り，その規準をもとに免許保有者の中から，資質の高い者を採用す

るわけである．採用段階での状態記述は，実質的にはどのようなも

のであろうか．その基本的枠組みは，教科指導の専門知と暗黙知で

あろう．この知を採用において，どう評価するかである．採用シス

テムでのデザインは，状態記述とともに，過程記述としての採用試

験としての方法論にあろう．採用者の状態記述を規準に，過程記述

としての各種テストが状態記述と相関的関係でもって説明できるか

が，この段階でのデザインの課題である．それはかなり限定された

システムであるが，教養・教職・教科・実技・対人関係など多様な

尺度で資質としての状態記述を測り評価する．ここにおいても，や

はり，過程記述である各種選抜の手法の適性さのデザインが問われ

ることになる．面接などによる対人関係の評価なども，多様な尺度

の一つである． 

 さて，この採用段階のデザインを考えるとき，そこでの状態記

述と過程記述が，大学での養成段階での状態記述，過程記述とどう

連携しているかは，まだ，それ程明白ではない．全国にある養成機
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関も各大学学部の独自性があり，また，採用段階では採用者側で求

める教師の資質は同一ではない．都道府県市町村での児童生徒の実

態，教員の状況に応じて，採用する教師の資質は異なる．こうした

現状をふまえ，教師教育のデザインを検討しなければならない． 

３．研修段階 

 採用時から定年までのライフサイクルを視野においた時，どの

ような時期にどうした研修が必要であるかは，教師の発達にとって

極めて重要である．研修が目指す状態記述は教師の発達によって異

なる．発達に応じて記述されるとすると，何を規準にその時期と状

態を記述することになるのか．熟達は一つの成長の状態である．熟

達した教師の状態記述が可能としても，過程記述が相関を持って説

明できるほどに明らかになってはいない．すでに述べたように，暗

黙知のようなさらなる複雑系が存在することが分かっている．しか

し，時間がかかっても，状態記述を試みそれへの過程記述を試行し

つつ，データを蓄積することが大事であろう．とりわけ，授業事象

という混沌とした状態への専門知の当てはめにおいては，客観的で

科学知とされる知だけではなく，医師が患者の病と対峙して働かせ

る判断の知としての技術にみられるように，その場において働く暗

黙的な知は，研修段階での有力な対象となる知といえる．研修段階

においては，この暗黙的な知をどのように位置づけてデザインする

かが問われるだろう． 

筆者は，熟達教師と初任教師との決定的な力量の違いは，持って

いる専門知よりも，授業の展開において働く暗黙知に依存すると考

えている．教師の技術が専門的であるとするなら，授業の事象がど

うみえるのかという“みえ”が極めて重要な要因となる．教師は，み

える状態に応じて具体的な授業技術を駆使するからである．“みえ”

と技術が一体化し，ある時点での技術が形成されるとするなら，技

術の発達には，この一時的安定状態が崩れ（あるいは崩し），次の
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段階の“みえる”と技術の一体化に向かう新たな契機が必要になる．

技術の熟達研究によれば，一度形成され熟達状態にある技術をさら

に向上させる為には，新たな学習体制を開発し次の技術を創出する

段階が必要になるといわれる．これは熟達者のまさに高度な技術習

得の開発である． 

 このように，一時的に安定している技術の向上には，それまでの

認知・判断・技術で安定している状態を次の状態に向けて崩し変更

する契機が必要になる．安定状態は過去の経験で得たある時点での

成長の姿である．さらなる成長のためには，うまくいた過去の鋳型

に流し込むことをやめて，次なる新たな課題の基に新たな学習を再

構築することが必要となる． 

 

図１５－１は授業の認知と技術を包含する授業技法の発達を概念

図に示したものである（生田）．実線の円は認知と技術が安定した

授業技法の状態を表している． 

ここでは，認知と技術は一体化して技術を構成しているとする．

円が小さいのは認知も技術も小さく，したがって技能も小さい．実

習生や初任者の技法のイメージである．技能の発達は認知と技術が

図１５－１ 授業技術の発達 
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次第に大きくなる過程で示した．点線の円は，安定していた技法が，

やがて授業事象は“みえる”が，適切な手だてが打てない，あるいは

手だてを打つが事象は改善されない，など問題が自覚され技術の安

定状態が崩れ，それを課題に学習を開始する状況である．その学習

が功を奏して認知と技術が安定し授業が改善され，やがてまた両者

にずれが生じて次の課題が生じ，解決のサイクルがまわり，技能が

高まっていくという図式である． 

授業認知と技術のギャップが意識化される状況は，それまでの安

定していた技能を克服する課題の自覚であり，次の発達への新たな

契機として捉えることができる．この段階から“みえて”それに応じ

た適切な手が打てる状態に達するには，個別の技術としての task 達

成の過程が必要になるのであろうか．その為には，“みえて”いる状

態と打つ手の関係を，技能の状態として把握する必要がある．認知

と技術の状態を自己認識し課題設定したうえで，技能向上にむけた

学習過程が教師の成長を支えると思われる．オン・ゴーイング法は

進行する授業事象の認知・判断・行為を対象化し，その把握から自

己の課題を見い出し，克服に向けたアクションリサーチによる自己

成長を目的とする．研修段階での教師教育のデザインは，技能の発

達状態を状態記述し，それに向かうための過程記述として認知と技

術の関係を組み入れた仕掛けがほしいのである． 

 

【参考文献】 

(1)ドナルド・ショーン著：専門家の知恵     ゆるみ出版 

(2)生田孝至著：成長する教師     金子書房 

【ワークショップ】 

自分の教育技術を振り返り，課題として何があり，それを乗り越

えるためにどうするか，について書いてみよう． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


